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お問い合わせは 広報・ＩＲ室 

〒601-8520 京都市南区吉祥院西ノ庄猪之馬場町 1 番地 

TEL 075-312-1214  FAX 075-312-0493  https://www.gs-yuasa.com/jp 

 

2020 年 10 月 20 日 

株式会社 ジーエス･ユアサ バッテリー 

 

 

 

 

 

株式会社 ジーエス･ユアサ バッテリー（社長：湯淺 栄人、本社：東京都港区）は、業務用車用高性能バ

ッテリー「PRODA X」（プローダ・エックス）16型式 25タイプを 12月より発売いたします。 

 

 当社はこれまで「PRODA」（プローダ）シリーズとして、トラックや建機など幅広い業務用車両に対応し

た「PRODA NEO」（プローダ・ネオ）と、バス・タクシー・宅配ユーザーの過酷な使用環境に対応した「PRODA 

BUS」（プローダ・バス）、「PRODA TAXI」（プローダ・タクシー）、「PRODA DERIVERY」（プロ―

ダ・デリバリー）をラインアップすることで、業務用車両ユーザーのさまざまなニーズに対応してまいりま

した。 

 

今回発売する「PRODA X」は、「PRODA NEO」シリーズをリニューアルするものです。「PRODA X」

は、「PRODA NEO」の基本性能を継承しながら、高密度化したペースト※1を採用することで、近年増加し

ているアイドリングストップ機能付き（以下、ISS）のトラックや、各種電装品の増加によりますます増大す

る電気負荷に対応し、過酷な使用環境でも優れた寿命性能を発揮します。 

 

当社は今後も、時代によって移り変わる自動車用バッテリーへのご期待・ご要望に、高い技術力でお応え

してまいります。 

耐久性を向上した業務用車用高性能バッテリー 

「PRODA X」（プローダ・エックス）を新発売 

https://www.gs-yuasa.com/jp
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【特長】 

1.業務用車の過酷な使用環境下でもバッテリーの性能を長期間維持 

・鋳造式正極グリッドと高密度化したペースト※1の使用により、高耐久性を実現し、寿命性能を従来

品比約 1.2 倍に向上※2。 

 ・エンベロープセパレータとガラスマットの併用※3で、性能低下の原因である内部ショートと活物質 

の脱落を抑制し、過酷な使用環境下での耐久性を維持。 

・ISS 車において、12ヶ月または 3万 kmの補償対応※4。 

 

2.多様な業務用車両に対応する 16 型式 25 タイプのラインアップ 

・トラック、商用バンをはじめとする業務用車両や建機など、多様な車種に対応する 16 型式 25 タイ

プをラインアップ。 

 

3.業務用車に必要なアクセサリーの充実 

 ・外部からのスパーク(火花)をバッテリー内部に通さない防爆フィルタを内蔵した「防爆液栓」を採 

  用※5。 

 ・次回交換時期の目安として便利な使用開始ラベル付き。 

 

【製品補償】   

・通常車：24 ヶ月または 6 万 km（ご購入後どちらか早く到達するまで） 

・ISS 車※4：12 ヶ月または 3 万 km（ご購入後どちらか早く到達するまで） 

 

※1 40B19R(L)と 55B24R(L)を除く。 

※2 現行 PRN シリーズの 85D26R(L)と新発売 PRX シリーズの 85D26R(L)との比較。ＧＳユアサの独自試験。実走行で

はありません。 

※3 40B19R(L)、55B24R(L)、170F51 を除く。 

※4 40B19R(L)と 55B24R(L)並びに ISS 車用バッテリーが新車搭載されている車両は除く(補償適用外)。 

※5 防爆液栓は全ての爆発を抑制するものではありません。 

  

【発売年月】 

2020年12月 

 

【型式一覧】 

PRX-40B19R(L) PRX-130F51 

PRX-55B24R(L) PRX-150F51 

PRX-75D23R(L) PRX-170F51 

PRX-85D26R(L) PRX-155G51 

PRX-90D26R(L) PRX-195G51 

PRX-95D31R(L) PRX-225H52 

PRX-115D31R(L) PRX-245H52 

PRX-120E41R(L) 

PRX-130E41R(L) 
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【メーカー希望小売価格】 

オープン価格 

 

【写   真】 

 
 

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］ 

株式会社 ジーエス･ユアサ バッテリー 営業企画部  TEL 03 – 5402 – 5733 

［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］ 

株式会社 ＧＳユアサ 広報・ＩＲ室  TEL 075 – 312 – 1214 

［資料配布］ 

10 月 20 日（火）午前 10:00  京都経済記者クラブ、大阪機械記者クラブ 


